台湾日本語教育学会 J-GAP TAIWAN
第25回月例会活動

習ってすぐに使えるようになる日本語コースのデザイン　　～到達目標の設定と評価～
日  時: 2014年9月27日(土)   13:00～17:00 (12：30～受付)
場  所: (公財)交流協会台北事務所 B1 文化ホール

講  師: 加藤稔人 (中華大学応用日語学系　助理教授)
対　象: 日本語コースのデザインに興味がある方
内　容: 予定のため変更することがあります
	13:00-14:00
	到達目標の設定

	14:00-14:40
	シラバスデザイン

	14:40-15:00
	休憩

	15:00-16:30
	評価表の作成

	16:30-17:00
	まとめ・質疑応答


申し込み方法：https://docs.google.com/forms/d/1WLbsU7r2WLRTZ2y8sxTdiZvGZW6eJ_
ha0mzsz-6Mn1w/viewform?usp=send_form
申込期限：　9月22日（月）17時。定員（60名）になり次第、締め切らせていただきます。

問い合わせ：　内田さくら　jgaptaiwan@gmail.com
主催：　台湾日本語教育学会 J-GAP TAIWAN   協賛：　国際交流基金

～講師からのメッセージ～　　加藤稔人（中華大学助理教授）
台湾の多くの日本語教育機関または日本語コースでは日本語能力試験合格を最優先の目標とする傾向が見られます。そのために使用頻度の低い文型や単語、慣用句などをたくさん覚えたにもかかわらず、実際に日本人の前では殆ど話せないという学習者が少なくありません。このような学習者は「日本語を使って何かができるようになる」という実用志向の観点から考えると学習効率がよくないと言わざるを得ません。そこで今回のワークショップでは効率的かつ効果的に「日本語を使って何かができるようになる」コースデザインを紹介し、実際に参加者の皆様にもそのようなコースをデザインしていただきたいと考えています。
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